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仙台市公民館運営審議会議事録 

（平成 29年 3月定例会） 

○ 日 時 

平成 29年 3月 23日（木）午前 10時 00分～11時 00分 

 

○ 場 所 

生涯学習支援センター 5階 第 2セミナー室 

 

○ 出席者 

［委員］佐藤直由会長，齋藤純子副会長，阿部侑生委員，幾世橋広子委員，小地沢将之委員 

島倉美穂委員，菅井茂委員，渡辺博委員 

 

［事務局］ 

生涯学習支援センター：センター長 佐藤，センター次長 佐藤，事業係長 山﨑 

青葉区中央市民センター：センター長 西川 

宮城野区中央市民センター：センター長 松島 

若林区中央市民センター：センター長 木戸浦 

太白区中央市民センター：センター長 梅原， 企画調整係長 村上 

泉区中央市民センター：主幹兼企画調整係長 山内 

地域政策課：課長 小山 

（公財）仙台ひと・まち交流財団：市民センター係長 岩井 

 

［傍聴人］ なし 

 

○ 配布資料  

資料１：委員名簿        

資料２：仙台市市民センター事業評価報告書（案） 

資料３：今後の進め方（案） 

資料４：平成 29年度 市民センター主要事業概要 

      参考資料：全国公民館研究集会・東北地区社会教育研究大会等について 

           子ども参画型社会創造支援事業【社会参画のチャンスを！】 

           住民参画・問題解決型学習推進事業【まなびのカタチ】 

           地域資源活用事業 地域情報発信サポーター【仙台おもしろ発見隊】 

       

○ 審 議 

  「仙台市市民センター事業評価報告書（案）について」 

  「今後の進め方について」 

 

事務局：審議会が成立する出席委員数が揃うまで、参考資料をご覧頂ければと思います。第 39回全国 

公民館研究集会、平成 29年度東北地区社会教育研究大会のご案内をさせて頂きます。研究主題と 
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して「未来へつなぐ宮城の大切なもの～みんなでまなび、みんなでつくる～」、期日は平成 29年 

10月 30日（月）から 31日（火）です。会場は仙台国際センター、参加対象が全国及び東北地区

各県市町村の社会教育委員、公民館関係者、生涯学習、社会教育研究団体関係者となります。主

催は、（社団）全国公民館連合会、全国社会教育連合会、東北地区社会教育委員連絡協議会、共催

は宮城県教育委員会（事務局：生涯学習課）と仙台市教育委員会（事務局：生涯学習支援センタ

ー）となります。参加費は 3,000 円です。日程は、30 日が 12 時から受付開始、全体会を行い、

記念講演は中村雅俊さんに講師をお願いし、時間等調整中です。夕方から夜にかけて同会場で情

報交換会を行い、1 日目は終了。31日は 5つの分科会に分かれ、特に 3、4、5分科会は公民館関

連になり、12 時に大会宣言、終了となります。国際センターは各部屋の大きさが違うので、各分

科会の会場を検討・調整していきます。公民館の全国大会となりますので、多くの方に集まって

頂き、情報交換・分科会の意見交換を行いたいと考えております。4 月以降また新体制で検討し、

審議会の場をお借りしてその都度お知らせして参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（出席委員 8名になり、審議会開始） 

 

事務局：8名の委員の皆様にご出席頂いております。市民センター条例施行規則第 10条第 1項の規定 

によりまして、委員の過半数 8名以上の出席がありますので、本会議は有効な会議として成立し 

ております。 

 

会長：次に議事録の署名委員ですが、名簿順で今回は菅井委員にお願いすることになっておりますの 

で、どうぞよろしくお願い致します。（菅井委員了承） 

 

会長：本日の審議事項は、仙台市市民センター事業評価報告書（案）とこの審議会の今後の進め方の 2

つになります。事業評価報告書（案）について、事務局からご説明をお願いします。 

 

事務局：（資料 2により説明） 

 

会長：1月の審議会で、委員の皆様から、総合評価のまとめなどについて頂いたご意見を踏まえて、文

言の追加や修正を行いました。11 ページの市民参画型の事業では、職員について「研鑽だけでは

なく、その為の研修機会の提供をきちんと行うこと」を入れさせて頂きました。また、（地域課題

の解決において）地区館の事業を全体として市民センターの事業運営に反映させるとよいという

ことを、11 ページの最後に目立つ形で「全市民センターで共有し実践に活かして欲しい」という

文言により付け加えて頂きました。 

さらに、12 ページの事業の発展について、事業の評価をどう受け止めたか、対象となった館だ

けでなく全ての市民センターからのフィードバッグを追加し、「いろいろな要望も出して欲しい」

「各館が情報提供し合い、共有して欲しい」「事業参加者の主体性を引き出すような関わり方もし

て欲しい」ことも明文化しました。 

最後に、「市民センターの施設理念や運営方針に則り、地区館それぞれの事業目標に即した事業を 

しているかという評価や、事業プロセスの評価もきちんと行っていく必要がある」というご意見 

も明示しました。 
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以上、前回のご意見等を踏まえた修正箇所になります。何かご意見等ありましたらお願いしま 

す。よろしいでしょうか。審議会として、市民センター事業評価報告書という形で承認させて頂 

きたいと思います。欠席の委員からは何かご意見ありますでしょうか。 

 

事務局：特にございませんでした。 

 

会長：ご了解頂き、ありがとうござました。前回本当に貴重なご意見を頂き、審議会として必要な視 

点や言うべきことを明文化できたので、報告書として良くできたと思います。どうもありがとう 

ございました。 

では次に、今後の進め方について、事務局からご説明をお願いします。 

 

事務局：（資料 3により説明） 

 

会長：今期は 5月、7月、8月、あと 3回の審議会の案が事務局より示されました。5月は、内部評価 

等、審議会以外でも行われているいろいろな市民センター事業評価の実施状況等についてご説明 

を頂き、審議会で意見交換を行う。7月は、各地区館で年 1、2回開催され、地区の方々や各種団 

体等の貴重な意見を頂く機会にもなっている事業運営懇話会が、実際どのように行われているの

か、どのような内容の話が出ているのかご説明を受けて、審議会で意見交換を行う、8月は、5月

と 7 月の審議会の意見交換をある程度集約した形でまとめる、というスケジュールになります。

何かこういうことも審議した方がいいということや本日承認された事業報告書に対してフィード

バックがありましたら、特に富沢と黒松の市民センターは是非、7月に伺えればと思います。この

ように進めていきたいと思います。よろしくお願い致します。 

審議事項が終了しましたので、報告事項をお願い致します。 

  

○ 報 告 

  「平成 29年度 市民センター主要事業について」 

 

事務局：（資料 4により説明）1ページの学びを支える人材育成推進事業では、社会教育施設職員の研 

修を目的とし、平成 29年度も 28年度と同様の体系で実施を予定しております。28年度は、7種 

類 20研修を実施いたしまして、1,046名の職員が受講をしております。29年度も、生涯学習の 

基礎的な知識の習得を目的とする基礎研修、スキルアップなどを目的とする応用研修の 2つの体 

系に分けて、同様の 7種類 20研修の実施を予定しております。 

2ページから 4ページの重点３事業につきまして、平成 29年度は、子ども事業、大人事業、若 

   者事業とも第 2 期の最終年度となり、各区における事業の実施と同時にこれまでの成果や課題を

まとめる年度となっております。 

子ども事業については、各区とも平成 28年度事業を継続し、生涯学習支援センターでは、リー

フレットの作成や、研修会の実施を予定しております。こちらのピンクのリーフレット「社会参

画のチャンスを」では、28 年度に実施しました太白区中央市民センターと泉区中央市民センター

の事業をピックアップしたほか、子ども事業のヒントとなるような内容を記載し、事業の普及と

同時に今後の子どもを対象とした活動の参考にして頂くために、小中学校や市民センターなどに
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配布をしております。 

若者事業についても、各区において平成 28年度事業を継続し、生涯学習支援センターでも、平

成 28年度に若者が中心となって展開している事業者に、SNSなどを使用した若者事業の広報業務

を委託し、引き続き 29年度も積極的に事業の普及と推進を図る予定となっております。 

大人事業につきましては、太白区中央市民センターが子育てネットワーク事業を終了して 29年

度から新たな事業を展開し、他の 4区は、平成 28年度事業を継続して実施する予定となっており

ます。こちらの緑のパンフレット「まなびのカタチ」を、28 年度の大人事業を中心とした市民参

画型事業を紹介する市民向けとして作成致しました。こちらは、どこかに置いてあった時、出来

るだけ沢山の人に手に取って頂けるよう、内容はもちろんデザインも重視しており、市民センタ

ーやサポートセンター、エル・ソーラなどの各種施設、また区役所などに配架をお願いしており

ます。 

つづきまして、5ページは市民を対象とした研修である「学びのまち仙台市民カレッジ事業」に

なります。こちらは、平成 28年度に実施した地域づくり支援講座の基礎編応用編、仙台再発見リ

レー講座、ライフマネジメント講座、現代的課題講座などに加え、知の還元を目的とした新規事

業として、市民カレッジ講座の受講生や市内で活動する市民活動団体に、講座の企画やコーディ

ネートを任せるという市民プロデュース講座を予定しております。 

6ページの学習情報システム運営管理については、ホームページを新しくして中身も大変見やす

いものになっており、現在、各市民センターで更新作業等を行っている所であります。28 年度に

つきましては、システムの更新に伴い停止していた講師などの人材情報や、サークル団体情報の

データベースについて、全て新しく地区館から情報を募集したため数が少ない状態になっており

ますが、28年度末に再開しております。29年度は引き続き情報の収集や市民に向けての提供に更

に力を入れていく予定になっております。 

最後に 7 ページの地域資源活用事業について、市民の目線で、市民に様々な生涯学習情報や地

域情報を発信すること、地域情報の収集や発信を行うことによって、地域に関わりを持って興味

を持つ人材を育成することを目的として、28年度新たに実施した事業になっております。昨年 10

月には、地域情報を知る、伝える、広めるなどの 4 回にわたる地域情報発信サポーター養成講座

を 10 名の方に受けて頂きました。その中から 6 名の方が地域情報サポーターに登録し、「仙台お

もしろ発見隊」というサークル名を自ら付けまして、現在は月に 2 回から 3 回程度、生涯学習支

援センターに集まって、話し合いを重ねながら自主的に活動を行っている所です。こちらの白い

リーフレットは、「仙台おもしろ発見隊」が初めて作成したものです。プレ号ですので地域情報発

信というよりは、サポーターの紹介の内容になっており、約 490 部作成をしまして、市民センタ

ーや図書館区役所などで配布しております。こういう方たちが、今後活動する事になりますので、

是非よろしくお願いしたいと思います。現在、初めての取材なども終えまして、現在作成中の創

刊号もそろそろ出来る予定かと思います。皆さんとてもやる気のある方々ばかりで、様々なアイ

ディアを出しては抑えられてを繰り返して、活動を続けているところです。29 年度は現在のサポ

ーターのスキルアップ研修を実施すると同時に、6名だけでは、まだまだ足りません。仙台市内た

くさんの情報を収集、発信してくれるやる気のあるサポーターが、各地で増えて頂きたいと思い

ますので、養成講座を実施する予定です。以上、29年度事業の説明をさせて頂きました。 

 

会長：ありがとうございました。29年度の事業報告について、ご質問はありますでしょうか。学びの 
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まち仙台市民カレッジ事業以外は、28年度から予算減になっておりますけれども、実態に合わせ 

てという事でしょうか。 

 

事務局：仙台市全体で色々費目ごとに削減しておりますが、学びのまち仙台市民カレッジ事業ではプ 

ラスの要求をさせて頂き、希望通り認められたということになります。仙台市全体の方針に従う

ことになりますが、必要な事業については要求して、前年度より増えるようにしていきたいと考

えております。 

 

会長：全体としての予算の縮減といかなくても、やはり実態に合わせて、予算の増もあるのかと思い 

ます。もちろん予算だけで事業の成果が決まる訳ではないですが、この予算のなかで今まで以上 

の事業の成果が出るように、今年も頑張って頂ければと思います。 

 

委員：予算の件、議員の視点でお話申し上げます。現市長の公約の一つであった政策形成過程の透明 

性につきまして、予算の議案が出来上がる前に要所要所で見せて欲しいという議員の求めに応え 

る形で、各局から予算要求されたもの、それがどれくらい実現されたかを初めて示されました。 

十分ではありませんが、市民協働を唱える市長に、やっと、やって頂いたと思っております。市 

民代表の矜持を持ちながら、議会で予算の審議を致しますとき、各局の要望の強さをヒアリング 

するのですが、なかなか伝わらないことがあります。必要なものは、きちんと要望を出して実現 

してもらうことが大事だと思います。中間報告のまとめに「要望を出してくれ」とありましたが、 

主語が明確ではなく、私たちの立場で言えば、センター関係職員がきちんと必要なものは必要で 

あるということを出して欲しいと読み取るべきだと思います。ここでどんどん意見を出して頂き、 

センターでまとめ、フィルターをあまりかけず、必要なものを財政当局に、ときには市長、副市 

長に直接お話しすることが必要ではないかと思います。思い付きですが、審議会会長が代表して、 

この予算は必要であるということやこの議案を提案することを、市長に直接お話しすることも検 

討してみてはいかがかと思います。議会としては、本当に不足が無いかという立場で審査してお 

り、後で削られたと言われると、なぜ早く言ってくれなかったか、もっと調査してきちんと詰め 

たのにという思いがあります。なかなか出来にくいお話をする機会を与えて頂き申し上げました。 

必要な予算はきちんと要望していくというセンターのお考えは確認できましたので、新年度こそ 

中間報告のまとめを活かした予算要求をして頂けたらいいと思います。議会は必要なものには惜 

しみなく予算措置を講ずべきという視点で議論しています。議決後は市長と議会との共同責任に 

なり、私たちは審査権と議決権を持っておりますが、詳細な予算編成権を持っておりません。駄 

目なものは駄目と言えますが、市政混乱を起こさないために調整できるものは調整するので、直 

接意見を伝えることも必要であり、議員や議会の役目だと思います。 

 

会長：ありがとうございます。予算を要求する側も、去年の事業の振り返りと新年度に始める事業 

の裏付けを精査した上で要求を出しています。もっと予算を増やして事業を推進したいという場 

合、要望を出していくことも必要だということをお話頂きました。お話を伺い、審議会としても

仙台市に生涯学習関連事業や市民センター運営にある程度の予算が必要であることを訴えていか

なければならないと改めて思いました。私も大学で予算を削る側として、新事業で良いと思うも

の、やるべきことはやりたいと伝わってくるものには予算を付けてあげたいと思います。市民セ
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ンターでも言うべきことは言って頂ければと思います。 

平成 29年度事業については、非常に重点的な所を説明頂きましたので、実行して頂ければと思 

います。 

審議事項、報告事項は以上になります。 

 

 

 

 

 

 

 

会     長 

 

 

会議録署名委員 

 

 

 


